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令和２年２月４日（火）に兵庫県学校厚生会館において「令和元年度 造船業・舶用工業経営技

術セミナー」を開催しました。このセミナーは、近畿運輸局との共催により、造船業・舶用工業関

係者を対象に、今後の経営戦略と技術力向上を目的として、毎年開催しています。 

今年は２名の講師の方に、近年重要度を増している IoT等の技術活用や、日本の海事産業が再び

世界一になるにはどうすればいいのか、といった内容の講演を行っていただきました。 

 

〇第一部『製造現場における ICT、IoTの活用について』 

講 師：川崎重工業（株）技術開発本部フェロー 古賀 信次 氏 

「ICT＊１や IoT＊２を活用して生産効率を上げる」という

考え方が広まっていますが、そもそも ICTや IoTがよく

わからないとか、大量生産方式ではない造船や舶用工業

の分野に活用できるのかといった疑問の声も聞かれます。 

古賀氏からは、「ものづくりの基本は、工程設計や現場

管理の考え方、様々な問題点を見える化し、毎日少しず

つ改善していくことで、ICT や IoTはそのためのツールに

すぎない。この基本がしっかりしていない状態で ICTや

IoT を導入しても、宝の持ち腐れになってしまう」というお話がありました。そして、製造現場へ

の導入から活用まで、川崎重工業（株）の造船所や工場における実例を交えて解説していただきま

した。 

参加者からは「現場に IT 技術を導入する効果がイメージできた」「ユーザーの立場からの話で分

かり易かった」といった感想がありました。 

 

〇第二部『フネのミライを考える～世界一魅力有る海事産業を目指して』 

講師（株）e5ラボ CTO 最高技術責任者 末次 康将 氏 

近年、中国や韓国の造船業が世界シェアの約４割を占

めるなど、その台頭は目覚ましく、日本の造船・舶用工

業界は厳しい状況にあります。この状況を変えるために

何が必要か考える必要があります。末次氏からは、自動

車や携帯電話の分野では、わずか数年で主要メーカーが

入れ替わっていることなどを例に挙げ、「船舶も例外では

ない。今は技術革新の時期。100年に一度の大変革期で

あり、危機感をもって行動すべき。」などのお話があり、

（株）e５ラボが手がける EV船等についても紹介していただきました。 

参加者からは、「日本の海事産業が抱える課題がよくわかった」「業界の危機迫る状況を再認識し

た」といった感想がありました。 

 

セミナー参加者のアンケート結果では、第一部、第二部とも８割以上の方から、「非常に満足」「満

  
◆◆  令令和和元元年年度度  造造船船業業・・舶舶用用工工業業経経営営技技術術セセミミナナーーをを開開催催ししままししたた。。  
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足」の高評価をいただくことができました。このセミナーが造船・舶用工業関係者にとって有意義

なものになり、今後の事業展開の一助となればうれしいかぎりです。 

 

神戸運輸監理部では、引き続き、近畿運輸局と連携して造船業・舶用工業の発展のための取り組

みを積極的に行っていきたいと考えています。 

 

＊１ ICT：Information and communication Technologyの略。「情報通信技術」。「ヒトとヒト」

「ヒトとモノ」の間で、知識や情報を共有すること。 

＊２ IoT：Internet of Things の略「モノのインターネット」。あらゆる「モノ」がインターネ

ットとつながる仕組みや技術のこと。 

 

 

（海事振興部 船舶産業課） 
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令和２年２月８日（土）、神戸運輸監理部は、海技者（船員）の雇用のマッチングを図るため、

船員を目指す方学生や一般求職者と、全国から海運事業者を集め、企業説明会・就職面接会と、海

技資格や就職活動に関して相談できる「めざせ！海技者セミナー in  KOBE」を神戸市内の KIITO

ホールで開催しました。このセミナーは、平成１７年に我が国最初の船員向け合同就職面接会とし

て神戸でスタートした後に、全国に広がっていったもので、今回で１５年連続の開催となりました。 

 

今回は開催時間が１２時３０分～１６時と、例年に比べ短くなったものの、船員不足を背景に、

国内最多となる海運事業者６２社がブースを出展し、神戸港に寄港中の（独）海技教育機構の練習

船「銀河丸」「青雲丸」の実習生をはじめ、合計２２９名の参加がありました。 

当日は、一時、会場が参加者で溢れるほどの盛況となりました。 

 

参加者からは、「船員としてのキャリアアップ、勤務内容が理解できた」、「貨物船やフェリー

など様々な船種を比較、検討することができた」、「企業の方がわかりやすく説明してくださったの

で、就職意欲が増した」などの声が聞かれました。 

 

海運は我が国の経済、国民生活を支える重要な産業です。陸上産業において人手不足が言われてお

りますが、船員も同様で、求人数が求職者数を上回るなど、船員確保が喫緊の課題となっておりま

す。 

当運輸監理部では、引き続き、船員確保に向けた取組を実施していきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（海事振興部船員労政課） 

 

 

 

 

 
◆ 「めざせ！海技者セミナーin KOBE」を開催 

船員を目指す方への企業説明会・就職面接会 
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【 事業者名 】兵機海運株式会社 

所在地 兵庫県神戸市中央区港島3丁目6番

地1 

代表者 代表取締役社長 大東 洋治 

      

倉庫の概要 

 

倉庫の名称 倉庫部 兵庫埠頭物流センター 普通品倉庫 

類 別 一類倉庫 位 置 神戸市兵庫区築地町46番3 

構 造 鉄骨造、ALC版張、ガルバリウム鋼板折板葺、3階建（耐火建築物） 

面 積 5,700㎡ 登録年月日 令和2年1月15日 

      

倉庫の概要 

 

倉庫の名称 倉庫部 兵庫埠頭物流センター 危険品倉庫Ａ棟 

類 別 危険品倉庫 位 置 神戸市兵庫区築地町46番3 

構 造 鉄骨造、ALC版張、ガルバリウム鋼板折板葺、平屋建（耐火建築物） 

面 積 908㎡ 登録年月日 令和2年1月15日 

      

倉庫の概要 

 

倉庫の名称 倉庫部 兵庫埠頭物流センター 危険品倉庫Ｂ棟 

類 別 危険品倉庫 位 置 神戸市兵庫区築地町46番3 

構 造 鉄骨造、ALC版張、ガルバリウム鋼板折板葺、平屋建（耐火建築物） 

面 積 908㎡ 登録年月日 令和2年1月15日 

 

 

【 事業者名 】全農物流株式会社 

所在地 東京都千代田区神田錦町3-13-7 代表者 代表取締役社長 寺田 純一 

      

倉庫の概要 

 

倉庫の名称 東灘倉庫 

類 別 一類倉庫 位 置 神戸市東灘区住吉浜町18番7 

構 造 鉄骨造、ALC版張、ガルバリウム鋼板葺、平屋建（耐火建築物） 

面 積 1,568㎡ 登録年月日 令和2年1月31日 

 

 

 

 

  
◆◆  倉倉庫庫業業のの新新規規登登録録（（令令和和元元年年１１２２月月））    

◆◆  倉倉庫庫業業のの変変更更登登録録（（新新設設））（（令令和和２２年年１１月月））  
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令和元年１月末現在 

区  分 隻  数 総トン数 載貨重量トン数 

国内船 
工事中 １   ８,０００   ２,０００   

未起工 ０   ０   ０   

輸出船 
工事中 ０   ０  ０   

未起工 ０   ０   ０   

工 事 中 計 １   ８,０００  ２,０００   

未 起 工 計 ０   ０   ０   

手持ち工事量合計 １   ８，０００  ２，０００   

前年同月比 １００．０％ １００．０％   １００．０％   

（注）①総トン数２，５００トン以上又は長さ９０メートル以上の一般商船（旅客船を除く）で、建造着手予定届が提出

された船舶もしくは臨時船舶建造調整法に基づく建造許可を受けた船舶を対象とする。 

   ②[内訳]  その他（液化水素運搬船） １隻          

 

（海事振興部 船舶産業課） 

 

  
◆◆  管管内内新新造造船船手手持持ちち工工事事量量  
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最近３か月間の船員職業紹介実績表        （単位：人） 

 月   別 令和元年 

１１月 

令和元年 

１２月 

令和２年 

１月 区   分  

合    計 

求 人 数 ２８ １６ ３５ 

求 職 数 １１ ２１ １９ 

求職者成立数 １ ４ ７ 

外 航 船 

求 人 数 ０ ０ ０ 

求 職 数 ０ ０ ０ 

求職者成立数 ０ ０ ０ 

内 航 船 

（旅客船を含む） 

求 人 数 ２６ ９ ３３ 

求 職 数 １０ １７ １６ 

求職者成立数 １ ２ ６ 

その他船舶 

（曳船・作業船等） 

求 人 数 １ ５ １ 

求 職 数 １ ４ ３ 

求職者成立数 ０ ２ １ 

漁   船 

求 人 数 １ ２ １ 

求 職 数 ０ ０ ０ 

求職者成立数 ０ ０ ０ 

有効求人倍率（倍） １．６０ １．３１ １．７８ 

 

最近３か月間の船員の失業給付金支給実績 

 月   別 令和元年 

１１月 

令和元年 

１２月 

令和２年 

１月 区   分  

失業給付金受給者実数（人） ５ ８ ５ 

失業給付金支給額 （千円） ５８５ ２，５８５ ２，４７２ 

※失業給付金受給者実数とは、当月中に失業給付金を支給した者の実数である。 

            （海事振興部 船員労政課） 

 

 

  
◆◆  船船員員職職業業紹紹介介状状況況（（令令和和２２年年１１月月））  
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（ 令和２年２月 ） 

 実   績 前年同月比 

１．管内発着フェリー・旅客船方

面別輸送量 

（令和元年１２月分） 

九  州 

方  面 

旅 客 ４２, ８５８人  １０１．３％  

車 両 ３１，５４１台  ９７．９％  

淡路四国 

方  面 

旅 客 ８９，６４９人  ９７．６％  

車 両 １９，５５６台  ９１．８％  

２．神戸港起点遊覧船乗船者数 

  （令和元年１２月分） 

総   数 ３８，０１３人  ９６．８％  

 内：ﾚｽﾄﾗﾝｼｯﾌﾟ ２１，２４１人  ８８．６％  

３．神戸港内貿貨物量【速報値】 

  （令和元年１０月分） 

純 内 貿 貨 物 量 

（ﾌｪﾘｰ貨物除く） 

５７７千㌧  ８３．０ 

％  

中 継 貨 物 量 ５４３千㌧  ８３．４％  

４．神戸港コンテナ船入港隻（令和元年１０月分） ３３３隻  ９７．１％  

５．神戸港外貿コンテナ貨物取扱

量【速報値】 

（令和元年１０月分） 

総   量 １８４，６９６TEU  ９２．６％  

 内：ﾄﾗﾝｼｯﾌﾟ貨 物 ８４８TEU  １９０．２％  

 内：内航ﾌｨｰﾀﾞ貨物 ２２，２３８TEU  ８４．９％  

６．神戸港港湾労働者数【速報値】 

  （令和２年１月末現在） 

総   数 ５，４９５人 ９９．２％  

 内：船 内 １，１６８人 ９８．２％  

 内：沿 岸 ３，４８４人 ９９．４％  

７．神戸市内倉庫貨物入庫量 

（令和元年１２月分） 

普 通 倉 庫 ５１３千㌧  １１１．０％  

冷 蔵 倉 庫 ９５千㌧  ９６．６％  

８．神戸市内倉庫貨物保管残高 

（令和元年１２月分） 

普 通 倉 庫 ９４７千㌧  １０３．３％  

冷 蔵 倉 庫 １６７千㌧  １０１．７％  

（注）①３．の中継貨物量は､神戸港輸入貨物を国内他港へ移出したもの及び神戸港輸出貨物で国内他港から移入したも

のである｡ 

    ②５．のトランシップ貨物は､外航船で輸送して来た貨物を神戸港で他の外航船に積み替えて輸送したものである｡ 

    ③５．の内航フィーダ貨物は､神戸港で取り扱った外貿コンテナのうち､国内他港に移出したもの及び国内他港から

移入したものである｡ 

    ④３．４．５．の資料出所は､神戸市みなと総局であり､６．の資料出所は､神戸公共職業安定所神戸港労働出張所

である｡ 

⑤７．８．の資料出所は、兵庫県倉庫協会及び兵庫県冷蔵倉庫協会である。 

（総務企画部企画課、海事振興部旅客課、貨物・港運課） 

 

 

 

 

 

 
◆ 主要業務指標 
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日 程 行 事 ／ 場 所 担 当 課 

２７日(金) 
近畿地方交通審議会神戸船員部会 海事振興部 

船員労政課  ／ 神戸第２地方合同庁舎 

        （総務企画部 総務課） 

 

 

 

 

（総務企画部 広報対策官） 

 

 

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、予定しておりました行事等を 

急遽開催中止もしくは当分の間開催延期とさせていただくこととなり、 

関係者の皆様には大変ご迷惑をおかけしておりますが、ご理解のほどをお願い申し上げます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

日程 発表事項 担当部課 

１０日 事故防止 必ず守ろう 決まり事！                                                           

～狭水道・ふくそう海域における事故防止対策キャンペーンを実施～ 

海上安全環境部 

１３日 船員の安定的な確保・育成について議論を深めます                                                   

～内航海運活性化セミナーを開催します～      （開催延期） 

海事振興部 

貨物・港運課 

１４日 船員を目指す若者 将来の姿をイメージ 

～神戸で海技者セミナー開催 ２２９名が参加～ 

海事振興部 

船員労政課 

１７日 グリーン物流セミナー（海上版）を開催します 

～海運へのモーダルシフト推進を目指して～     （開催中止） 

総務企画部 

企画課 

２７日 海上労働者の最低賃金を引き上げます                                                  

－３月２８日から業種・職種等により月額 500円～1,400円増－ 

海事振興部 

船員労政課 

神戸運輸監理部マスコットキャラクター「こうべぇ」 

手洗いやうがい、マスク着用等を心掛け、一人ひ

とりが体調管理に気を付けましょう！ 

  
◆◆  ３３月月のの行行事事予予定定  

  ◆◆  ２２月月のの記記者者発発表表状状況況  


